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1994年12月
所長に就任して
平 澤 威 男
平成6年12月1日付けをもって国立極地研究所長に就
任いたしま した。昭和48年9月29日に国立極 地研究所
(極地研)が 誕生 してから、21年がたち、永田武、松田達
郎、星合孝男諸先生方のあ とを引き継 ぎ所長の任務を果た
していくことになりました。よろしく皆様方のご指導、ご
鞭捷、ご支援をお願いいた します。
村山雅美先生(極 地研名誉教授)を はじめ多くの方々の
ご尽力により創設された極地研は極地域の総合的科学研究
と極地域に於ける観測事業の推進を使命とする大学共同利
用機関として設立されました。我が国の南極観測事業の開
始から、主導的な立場に立たれ大 きな貢献をなされた永田
先生は初代所長 を11年間にわた り務められ、国際的な評
価 にも耐え得る高い水準の科学研究を推進 されるととも
に、南極観測実施のための効率の良い機能をも合わせ持っ
た研究所作 りを目指 されました。また、新たに導入された
共同利用機関のミあるべき姿多をも模索され、先生が極地研
で築きあげ、運営 された共同利用のあ り方はその後多くの
共同利用機関の良き例示になっています。永田先生のご指
導のもとに、極地研の基本となる体制作 りは軌道に乗りま
した。
偉大な存在であった永田先生が極地研を去られたあと、
松田、星合両所長の時代には広 く各方面からのご協力を得
つつ極地研所員一同の努力と献身的な活動により日本の南
極観測事業の更なる発展と極地研究の推進に努めました。
その結果、未解決で残 されていたい くつかの問題の解決が
なされました。それらは、新観測船ミしらせ多の就航による
南極への輸送量の拡大 とあいまって、昭和基地施設の近代
化、あすか基地とドームF観測拠点の建設、また、南極域
のみならず北極域観測のより一層の発展 を図るため、極地
研内に北極圏環境研究センターが創設されました。更に総
合研究大学院大学への参加を実現するなど極地研のみなら
ず日本の将来の極域科学研究のさらなる飛躍 ・発展のため
の礎が築かれました。
しかし、時代の経過 とともに、新しい課題が提起 されて
まいります。現在、国際環境は大きな動きをみせ、米ソの
冷戦構造が崩れ、新 しい国際的な枠組みが作 られつつあ り
ます。特に、日本への期待感 も大 きくなっております。南
極 をめ ぐる国際環境も全地球的な枠組みと無縁ではありま
せん。南極条約を尊重 しつつ、地球と人類の未来のため南
極観測をどのようにとらえていくのか、日本も真剣に考え
ていかねばならぬ時が きたと考えます。
いま、南極や北極は人類の未来に大きな意味を持 ちはじ
めました。増加を続ける温室効果ガスによる地球の温暖化
やオゾン層の破壊など、地球規模の環境変動の兆候が先ず
最初に現われる場所が極地なのです、それ故、両極域 にお
いて電磁圏、大気圏、水圏、地圏、生物圏などの広い領域
でその変動を監視(モ ニタリング観測)し、地球環境がど
のような動きをしようとしているのか、またその変動 に対
して人類はどのような対応をしなければならぬのかを見極
めていかなければなりません。極地研としても、この問題
に対 して適切な、また時機をのがさぬ対策を取 るべ きだと
思います。
また、過去の地球規模の環境変化は、南極や北極の氷に
克明に記録されており、過去の検証は未来の予測に不可欠
の ものです。現在、幸いにも昭和基地から極点方向に約
1,000㎞、海抜3,800mの氷床上(ド ームF観測拠点)に お
ける掘削計画が順調 に進んでおり、平成7年(第36次観
測隊)か ら9名 の隊員による越冬がは じまり2年後には
20万年前 までの地球環境の過去を手にすることが出来る
予定です。恐らく持ち帰られる氷サンプルは膨大な量にな
ることで しょう。これらのタイムカプセルを開き、過去の
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環境変化を明らかにするための方策を極地研としても考え
ていかなければならないでしょう。
極地研にとって当面の大きな課題として研究所の移転が
あります。予定 としては早 くて5～6年 後には実現される
かと思います。それまでの間ただ座して待つというだけで
はなく、むしろ積極的に対応 し研究所のアクティビティを
高め、現在の場所ではもうなんともできぬという程に活力
を蓄えておくべ きかと思います。これこそ、将来への大き
な発展へと引きつがれてい く要因だと考えます。
このほか、南極観測の将来の更なる発展を図るためには
観測体制に関してもなんとか改善 しなければならないい く
つかの課題が残 されております。たとえば、大学院の学生
を含め極地科学に関心 を持つ研究者が、より容易に観測に
参加できること、また現在の南極への交通は便利 とはいえ
ず、なん とか国際協力によってでも航空機 または船によ
り、より短い日数で南極にアクセスできる方策はないもの
か。実現させるには多 くの困難 と時を必要とするかと思い
ますが、解決可能な課題から希望を失 うことなく絶えず前
向 きに努力を重ねてい きたいと考えております。
(筆者:国 立極地研究所長)
第14回南極地学シンポジウム
平 成6年10月27日 と28日の2日 間 にわた り、国立極地
研 究所6階 講堂 におい て標記 シ ンポ ジウムが開催 された。
発表 件数は口頭38件、ポス ター12件の計50件、参加者 は
2日 間で延 べ84名であ った。 口頭発 表は質疑応答 を含 め
一人 当た り15分を持 ち時 間 と した。セ ッシ ョンは 、地 質
と岩石(12件)、 固体地球物 理(9件)、 地形 学(5件)、
ビク トリア ラン ドの地球化学(4件)、 地底の地学(2件 〉、
ナ ピアの岩 石(3件)、 南極 とゴ ン ドワナ(3件)に 分か
れて行 われ た。以下 にい くつかの トピ ックスを紹介 する。
地質学分野については、従 来か らの七一ルロ ンダー ネ山
地や昭和基地周辺地域 の地質構造 、岩石学、年代学、古地
磁気学研究 に加え、今後 本格 的に取 り組 む計画のあ る、エ
ンダー ビー ラン ド地 域の予察 的な成果が発表 された。 と く
に、 リュツ ォ ・ホルム岩体 とナピア岩体の中間に分布する
レイナー岩体の見直 しを求める新 しいデー タが岩石学、年
代学の双方か ら提出 された。いっぽう、東南極大陸での約
5億 年前 のパ ンア フ リカ ン変動 とは何 を意味す るか とい
う、古 くか らあ る問題が他 の ゴン ドワナ大陸地域 との関係
において、再 び議論 の中心 にな りつつある。最近この問題
は、他 の国 々の調査 プロジェク トで も正面か らとりあ げら
れる傾向があ る。昭和基地 周辺地域では、33次隊か ら始 ま
った精査 デー タの蓄積が進み、変性 作用 の温度一 圧力履歴
が よ り鮮明になる と共 に、変形運動の履歴 も考慮 した意欲
的 な解析が進 め られている。
地形 分野では、 リュツ ォ ・ホ ルム湾岸か ら3万 年前 の隆
起海 成堆積物が 加速器付 き質量 分析計(AMS)を 用 いた
14C測定で も確認 され、最 終氷 期において氷床が大規模 に
拡大 したとい う従来 の見解 に一石 を投 じた。 しか し、その
年代を示す貝化石は最終間氷期(約12万年前)の もので
はないかとの見解 も示され、今後解決すべき課題 となっ
た。また、完新世の氷床縁辺部の変動や性質に関 しても、
従来の見解 とは異なる発表があった。
固体地球物理分野に関 しては、昭和基地における超伝導
重力計による観測が第34次隊から開始 したのを受けて、そ
の潮汐解析の結果、極運動による重力変化が捉えられる程
度に長期安定性が良いことが示された。また、昭和基地の
広帯域地震計データを用いた上部マントルの異方性の研究
や、震源データを用いた南極半島周辺の地震活動と昭和基
地における地震の検知数の報告がなされた。また、チベッ
ト高原や日本列島での観測結果と南極でのコーダ波の解析
か ら、地震波減衰の地域性とその深さ分布についての考察
が行われた。さらに、地磁気3成 分の異常からはゴンドワ
ナ大陸の復元を行う上での、エンダビー海盆とインド洋の
海底拡大史について講演があった。なお、昭和基地周辺域
において面的に観測点を展開するための意義と実施上の問
題について、現在の広帯域地震計の解析結果を踏まえたう
えでの考察もなされた。
地震学、測地学などの多岐にわたる分野の中で、未 だに
ほんの一部分の分野の解析 しかなされていないことが極地
における地球物理学研究の現状であり、グローバルな地球
構造 ・変動現象をさらに詳細に解明していくことが望まれ
る。現在も継続 して得られている地震 ・重力 ・地磁気等の
デジタルデータの利用を中心とした解析が、今後とも積極
的に行われることを期待する。
このほか、特別講演として、ノルウェー極地研究所の太
田昌秀博士が、　『Tectonic-fantasy:connection　between
Arctic　and　Antarctic』　という題 目で、北極 と南極の両地
域のテク トニクス変動史の関係について興味ある話題を提
供 して下 さった。外国人来訪者としては、第34次夏隊で
南極観測に参加したジェフ ・フレイザー氏(オ ース トラリ
ア国立大学大学院学生)が 、リュツォ.ホルム岩体の最新
の年代データを含む研究成果を発表した。 また、大阪市立
大学に在籍する3人のインドからの研究者も参加 し、南極
以外のゴンドワナ地域の研究を通 じて、パンアフリカ変動
の問題 をめぐって熱の入った議論 を行った。
2日目に、地学シンポジウムとしては始めて本格的にポ
スター発表を企画した。開始に先立ち、口頭会場にて各発
表につ き3分程度で要旨の説明を行い、その後昼食時間を
挟み、午後にかけてコアタイムとしてポスター会場で議論
を交換 した。来年度以降も発表形態を工夫しながら、講演
数を増やすよう努力 して行きたい。
2年後には新たな南極観測5ヶ 年計画がス ター トする
が、昭和基地を中心 とした基地観測の成果とともに、エン
ダービーランド等における野外調査や南太平洋における船
上観測を含めたより広い地域を対象とした、また複数の学
問分野にまたが り有機的に総括するような研究発表が望ま
れる。今後とも新 しい研究の道を探るため標記シンポジウ
ムを継続 していきたい。
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第18回極域における
電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
1994年ll月1日、2日 の2日 間 にわた り、標記 シ ンポ
ジウムが本研究所 講堂 にて開催 された。今 回の シンポジウ
ムは、通常 の学会等 の発表形態 と異に し、新た な運営 ・進
め方の導入 を試 みた。 それは、 口頭発表 は レビュー講演 を
主体 に し、各 発表時 間に30分割 り当てた。 また、ポ スタ
ー発表 者に も、 当シ ンポ ジウムに参加 している実感(?)
を持 ってい ただ くため に、持 ち時間2分 間で ポスター発表
のエ ッセ ンスと宣伝 を全聴衆者の前で口頭発表 して もらっ
た。最終 日の最終セ ッションでは、主に第V期 南極観 測将
来計画 に関する発表 と討論 を行った。
参加者か らの今回の新 たな試みの評判 は概ね良好 であっ
た。特 に、 レビュー講演 は研究領域 を 「電離 圏 ・磁気圏」
「オー ロラ」 「蒸留 ・中間圏」 「太陽活動 と気候変動」 に分
け、講演者の専 門分野 に関す る講演 を していただいた。発
表時 間 に少 し余裕 があ った こと と、各発表者 の十分 な準
備 ・努力 ・工夫 などによ り、発表内容が濃 く、かつ、解か
りやすい発表 が多 かった。発表件数 は レビュー講演 が12
件 、ポス ター発表が53件、将来計画が8件 であった。
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第17回極域生物シンポジウム
標記 シンポ ジウムが平成6年12月7日 ～9日 の3日 間、
国立極地研究所において開催 された。
今回のシンポジウムは我が国の海氷生物 学研究 をリー ド
して来 られ、昨年11月末 に退 官 された星合孝男 先生 を記
念 して企画 された。開催期 間中 、10か国か ら18名の外国
人研究者 を含 め、延べ160名にのぼ る多 くの参加があ り、
研究発表 の場 としてだけでな く研 究者相 互の交流の場 と し
て極めて意義 ある シンポジ ウム を開催す ることがで きた。
初 日お よび2日 目の前半 の一 日半 を使 って 「Sea　Ice
Ecology」　のセ ッションの口頭 発表 が行われた。 このセ ッ
ションでは レビューペ ーパー を中心 として、アイスアルジ
ー、動物 プランク トン、魚類、大型動物 な ど広 い範囲の生
物群 と海氷 との関わ りについての まとまった発表が各演者
か らあった。海氷 の凍結 ・融解 とい う一連 の物理的過程 に
よって有機物 をアイスアル ジー とい う形 で深層へ輸送す る
システムは、時計仕掛 けの ように正確 に作動す る底生生物
への有機物供給 システムである とい う思 いを新 たにす るこ
とがで きた。おそ らく地球環境 の変化に ともなって こう し
た システムが どう変わってい くのかモニ ター し、チ ェック
することが将来の低次生産の大 きな研究課題 の一つ とな ろ
う。2日 目の午 後は海洋生物関連のポス ター発表が、3つ
のセクシ ョン(低 次生産関連、二次生産関連、海鳥 ・海獣
関連)に 分 けて行われた。低次 生産関連分野で は、 これ ま
で も知見の少なかった従属栄養性 ナ ノプラ ンク トンの分類
や生態 に関する新 しい知見が南北両極域 から得 られた。 ま
た、魚類 ・底生生物の分野で も生物地理学 ・分類学的な知
見だけでな く擬餌生態や行動学的 な新 知見 が発表 され た。
大型動物関連分野ではデー ターロガーを用 いた イル カの潜
水行動 の知見が 得られているこ とが印象的であった。
3日 目は 「Polar　Terrestrial　Ecosystems」をテーマ と
するセ ッシ ョンの口頭発表がな された。 このセ ッションに
おいて露岩域 、雪氷域、氷河域な どにみられ る極域 陸上生
態 系構造 についての レビュー 的な発表 が各演 者か らな さ
れ、気候変動の影響 をモニ ターす る方法 と して種核 の植生
研 究の重要性 が強調 された。陸 上生態系 の研 究 は近 い将
来、気候変動や環境変化 に対 して敏感 に反応するいわゆ る
指標生物の探索 とそのモニ ター的研究が焦点 になってい く
ことであろ う。3日 目の午後から行われた陸上生物 関係 の
ポス ター発表では、4つ のセ クシ ョン(バ クテ リア関連、
藻類 関連、地衣 ・蘇苔類 関連 、高等植物 ・動物関連)に 分
かれて行われた。ポス ター発表 では北極域 と くにス ピッツ
ベルゲンの研究成果が多 く出 された。我が国の極域 陸上生
物研究 グループの研 究が、南極域 だけで な く北極域 におい
て も着実 に成果 を上 げつつあ ることが窺 えた。
冒頭で述べ たよ うに本 シ ンポジウムは、星合先 生の退官
を記念す るシンポジウム として企画 された。多 くの参 加 し
た研究者か ら、口頭発表の2つ のセ ッシ ョンは極域生 物研
究全般 を知る上で非常に よい企画 であった とい う感想 が よ
せ られ主 催者 としてはこの うえ.ない喜 びで あった。 また、
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今 回星 合記 念 シンポジウムの呼 びかけに応 じて多 くの外国
人研究者 の参加 を得 た。その多 くは、星合先生が永 ら く委
員 を されてい たSCOR　WG86の　「Sea　Ice　Ecology」　の
メンバ ーであ った。遠 くか ら来ていただいた方 々に感謝の
意 を表す る次 第である。 さらに、本 シンポジウム開催にあ
たって多 くの方 々のご協力 をいただいた。 この場 を借 りて
あわせ てお礼 申 し上 げる次 第で ある。
星合所長退官記念講演会開催される
11月30日をもって退官 される星合所長の退官記念講演
会が、11月30日(水)午後3時 よりほぼ2時 間にわたり、
本研究所講堂において開催 された。「南極の生 きものを見
る」 と題された講演は、長年にわたる星合所長の南極等で
の観測研究より得 られた貴重なスライドの映写や、研究論
文等の引用を交えて、興味深 く行われ、講堂を埋め尽くし
た約160名にのぼる聴衆を魅了 した。
さらに、講演終了後、職員主催による退官記念パーティ
ーが講義室において行われ、35次越冬隊並びに36次観測
隊、その他関係者からの祝電が披露されるなか、所長が隊
長をされた観測隊のOBも加わ り、所長との苦労話や思い
出話に大いに花を咲せた。
最後に研究所玄関前にて、職員等から幾つもの花束の贈呈
を受けられて、盛んな見送 りのなか、研究所をあとにされた。
平成6年11月1日 付 け人事異 動
転 入
平 井 睦 浩 管理部会計課専門職員
(東京大学施設部建築課建築第六掛長)
平 成6年11月30日付 け人事異動
退 職
星 合 孝 男(所 長)
平成6年12月1日 付 け人事異 動
昇 任
平 澤 威 男 所長
(国立極地研究所教授)
澁 谷 和 雄 教授研究系 ・地学研究部門
(助教授研究系 ・地学研究部門)
配置 換
小 野 延 雄 教授
(教授研究系)
内 藤 靖 彦 教授研究系
(教授資料系)
併 任
小 野 延 雄 企画調整官
(研究主幹)
内 藤 靖 彦 研究主幹
(資料主幹)
小 野 延 雄 資料主幹
(研究主幹)
平成6年12月5日 付 け人事異動
転 入
千 葉 政 範 事業部観測協力室設営第一係
(海上保安庁装備技術部航空機課付)
第36次南極地域観測隊出発
第36次南極地域観測隊(上 田豊 隊長 ら56名、 ドイツか
らの交換科学者1名 同行)を 乗せた観測船 「しらせ」 は、
11月14日正午、家族 は じめ関係 者多数 の見送 りを受 け、
東京港晴海埠頭か ら南極へ向 け出発 した。
第36次隊は、12月中旬か ら下旬、夏期建 設要員 と物資
を昭和基地へ、内陸 ドーム要員 と物資約83トンをS16へ輸
送す る。昭和基地においては、通路棟 ・放球棟な どの夏期
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建設作業 及び海氷 圏生物調査、 リュツォ ・ホルム湾沿岸露
岩域 での地質精査 などの夏期 観測活動を行 う。
越冬 観測では、宙空 系の 「極域擾乱 と磁気 圏構造の総合
観測」、地学系の 「ク イー ンモ ー ドラン ド及びエ ンダー ビ
ー ラン ドの地殻形成過程 の研 究調査 」、気水 圏系 の 「氷床
ドー ム深層掘 削観測」、生物 ・医学 系の 「生態系 環境 モニ
タ リング」 な どを行 う。
設営面 では 、第35次隊 は昭和基地 にお ける廃棄物約28
トンを持 ち帰 る計 画であ る。
また、第35次隊 と36次隊の交代 は2月 上旬 を目途 に行
う。その 後、「しらせ」 は海洋観測 を行いつつ帰途 につ き、
3月 上旬 にシ ドニー に寄港 、4月13日 東京 に帰 港す る予
定 である。
なお、第35次越冬 隊員 及び第36次夏 隊員 は、3月28日
シ ドニーか ら空路帰国 する。
内陸では回収旅行隊が燃料等の ドラムを輸送して18日
に ドー ムFに到着した。 ドームFで の建設作業は順調に進
み、建物および トレンチはほぼ完成 した。
「しらせ」は順調に昭和基地に近づき、18日午後に 「第
一便」が昭和基地に到着 し、家族からの便 りや生鮮食料品
が届いた。 また24日には 「しらせ」が接岸 し、25日か ら
貨油輸送ならびに大型物品等の氷上輸送が始まった。氷上
輸送では35次隊ほぼ全員の作業で荷受けを行い、順調に
4日間で終了 した。
昭和基地では12月30日もちつきをするなど越年の準備
を した。35次隊は昭和に31名、 ドームFに9名 、全員元
気で平成6年 を送ることができた。
第37次観測隊 長 ・副隊長決 まる
第105回南極地域観測統合推進本部総会が11月11日「東
京全日空ホテル」で開催 され、第37次観測隊長及び副隊
長が次のとお り決定 した。
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出港ののいさつをする上田隊長
○隊長(兼 越冬隊長)
藤井 理行
昭和22年1月11日生
国立極地研究所研究系教授
極地歴:【南極地域観測隊】
第18次越冬隊
第25次越冬隊
第32次越冬隊(副 隊長兼越冬隊長)
【外国基地】
ハーレー基地(英 国)昭 和56年11月～昭和
57年2月
観測隊だより
11月に入り、夜はます ます短 くなり、22日からは太陽
が沈まなくなった。4日 から6日にかけてA級ブリザー ド
が襲来 したが、中旬から下旬にかけては好天が続 き、雪解
けが進んで地面が顔を出 し始めた。
内陸では11月1日、夏 ドームF旅行の各隊が行動を続
けている。建設資材の ドームFへの輸送を完了した。22日
にはみずほ滑走路および内陸航空拠点へのフライ トに成功
した。みずほ旅行隊は航空オペレーション支援を終えて昭
和 に帰着 した。12月に実施予定の地学やまと山脈調査に向
けて航空機による輸送を行い、必要物資の輸送 を完了 し
た。
12月は、上旬は悪天の日が多く、C級ブリザー ドが一度
襲来 したが、中旬から下旬にかけては好天が続いた。
除雪や道路整備、夏期隊員宿舎の準備な ど、36次隊受
け入れ作業を引き続き行った。特 に除雪作業は大量の ドリ
フ トのため大変な作業量であった。また、持 ち帰 り物品の
梱包 ・集積も進められた。
○副隊長(兼 夏隊長)
神田 啓史
昭和21年10月6日生
国立極地研究所研究系助教授
極地歴:【 南極地域観測隊】
第19次夏隊
第24次越冬隊
第29次越冬隊
【外国基地】
チ リ基地(チ リ)昭 和53年12月～昭和54年
1月
ケー シー基地(豪 州)昭 和55年11月～昭和
56年2月
○副隊長(兼越冬副隊長)
川田 邦夫
昭和18年6月15日生
富山大学理学部助教授
極地歴:【南極地域観測隊】
第25次越冬隊
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南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
昭和基 地
(Syowa:89532)
11月(Nov,)
平均 気温(Meantemp.)(℃)-6.5
最高気温(Max,temp.)(℃)0.1
最低気温(Min.temp.)(℃)-15.5
平均気圧 ・海面(Meanpressure,sealevel)(hPa)　989.8
平均蒸気圧　(Mean　vapour　pressure)　(hPa)　 2.5
平均相対湿度(Mean　relative　humidity)　(%)　 66
平均風速(Mean　wind　speed)　(m/s)　 6.3
最大風速 ・10分間平均(Max.　wind　speed.　 31.5(4日.NE)
　　　 　　　 　　　 　　10-min.　mean)　(m/s)
最大 瞬間風速(Gust)(m/s)41.1(4日.　 ENE)
平均雲量(Mean　cloud　cover)　(1/10)　 7,0
快晴 日数(Number　of　clear　days)　 3
12月(Dec,)
-2
.2
2.4
-9 ,2
982.5
3.5
67
7,2
25,6(5日,ENE)
30,2(5日.ENE)
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【極地豆事典】
潜水動物の胃内温度をモニターする
海洋生態系の高次捕食者である海鳥、海獣類の捕食
行動 を調べるため に様々な記録計が開発されてきた。
なかでも小型水深記録計は、我々が実際には絶対に目
にすることのできない、海の中での動物たちの動 きを
明 らかに した。その結果、動物たちは想像以上の潜水
能力をもち、長 く深 く潜水 しているということは明ら
かになったが、深 く潜って何をしているのか、またなぜ
そんなに深 く潜れるのかということはわからなかった。
海鳥、海獣類が潜水をする第一の理由は
餌をとるためだと考えられる。潜水 をした
ときに実際どの程度の餌が採れているのか
は潜水中の胃内温度の変化 を見ることによ
って知ることがで きる。餌は海水 と同 じ温
度で常に体温よりも低 く保たれているため、
餌を飲み込むとその量 に応 じて温度が低下
する。 また胃内温度は空胃時には体深部体
温を示す。従 って胃内温度 を測定す ること
によって潜水時の体温の変化 と同時 に捕食
のタイミングと量を推定す ることができる。
新たに開発 されたマイクロデータロガー
をアオメウに飲み込ませ、胃内温度をモニ
ター してみたところ、胃内温度は36～43℃
43
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置37
の間を変動し、潜水にともなって急激な胃内温度の低
下がみられた。これは餌の摂取によると考えられる。
また潜水にともなう緩やかな胃内温度の低下 も観察さ
れ、潜水にともない体温が変化する可能性 を示唆 して
いる。これは潜水中にエネルギー消費量が下がる可能
性を示唆 してお り、アオメウが長 く深い潜水がで きる
1つの理由か もしれない。
海鳥、海獣類は潜水行動に適応 した特殊な生理的機
能をもっている可能性が高 く、それを解明するために
は潜水中のエネルギー消費量や心拍数 を測定する必要
がある。海の中の世界はまだまだ未知の部分が多 く残
されてお り、さらに小型で大容量をもつ高性能のデー
タロガーを開発 してい くことが不可欠であろう。
胃内上部
← 一 一 一)胃 内下 部b
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マイクロデー タロガーによ って得 られたアオメウの胃内上部 と下 部の温度(上 段〉
と潜水の記録(下 段)。摂餌 にともなう胃内 温度 の大きな低下(a)と 潜水 に伴 う
体温 の変化(b)が 記録されている。
